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東通村白糠及び六ヶ所村泊地先

における工ゾアワビの成長

小田切明久 ･大川 光則

は じ め に

~′ ▲■ノ
青森県のエ ゾ アワビの成長については､青山他が東通村尻屋地先において､三木他が風間浦村易

3)
国聞及び下風呂地先において､さらに小田切他が階上町榊地先において調査 している｡今回､白糠

地区大規模増殖場開発事業調査において東通村白糠及び六ヶ所村泊地先のエゾアワビの成長につい

て若干の知見を得たので報告する｡報告に先立ち､調査に際 して御協力いただいた白糠及び泊の両

漁業協同組合に謝意を表する｡

1) 2)

材料及 び方 法

1981年 7月から11月にかけて白糠及び泊地先において採集 したエゾアワビについて､貝殻表面

の付着物を除去 した後､貝殻の内側から100W白熱電球光を透過 し､貝殻の成長が鈍化 し始める部

位を年輪とみなして成長を測定 した｡また､殻長と体重の関係を知るために､採集 したエゾアワビ

の殻長及び体重はすべて測定 した｡

測定 したエゾアワビの個体数は､殻長と体重については白糠地先で591個､泊地先で 75個､年令

と殻長については白糠地先で 182個､泊地先で49個である｡

結果 及 び考 察

1 年 令 と 殻 長

白糠及び泊地先におけるエゾアワビの年令別平均実測殻長を第 1表に示 した｡

第 1表 白糠及び泊地先におけるエゾアワビの年令別平均実測頼長 (nzn)

＼ 年令地先名 1 2 3 4 5 6

7 ◆8 9白 糠 27.24 46.63 63.84 78.13 88.81 97.84 104.

83 110.05 116.03泊 27.72 47.35 64.77 79.10 91.14 100.24



これらをWalfordの定差図に

あてはめたのが第 1図及び第2

図であり､Lnと.en+1の成長転

換図は直線回帰 し､回愉軸 ま､

白糠地先で､

Ln+1-0.8148en+25.3

泊地先で､

.en+I- 0.8173.en+25.8

と求められ､白糠及び泊地先に

おけるエゾア ワビの極限殻長

(A-)はそれぞれ 136.62nznL､

及び141.25孤と求められた｡

これらから､Bertalanffyの

成長式を用いて白糠及び泊地先

のエゾアワビの年令と殻長の関

係をみると､

白糠地先で､.

A-136.62(1-e-0･20479(t

加･14243)〕

泊地先で､

A-141.25〔1-e-0･20168(t

+o･02171)〕

の関係式が求められた｡

これらの関係について実測値

と計算値を第3図及び第 4図に

示 した｡また年令別計算殻長は

第 2表に示 した｡

白糠及び泊の両地先における

エゾアワビの年令別計算殻長を

みると､ 2令までは白糠地先の

方が若干大きく､ 3令及び4令

ではほぼ等 しく､ 5令以降では

逆に泊地先の方が若干大きくな

る傾向が見られ牢.

年間成長量は､白糠及び泊地

先で 1令-2令にかけてそれぞ

れ 20粛欝､21m､ 2令-3令に

e
n

+
)(ミ
)

e
n

+
)
(
毒
)

第 1図 白糠地先におけるエゾアワビの殻長定差図

第 2図 泊地先に



かけてそれぞれ 16相､ 17mであり､泊地先の方が大きい. 3-4令及び4-5令にかけては両

地先ともそれぞれ 14mm､ llnnであり､ 5令までは年間成長量は10m以上である｡5令以降では､

6-7令にかけて泊地先の方が成長量が大きいが､それ以外は両地先ともほぼ同じ成定量であり､

しかも年間成長量は10mを下まわる｡また両地先のエゾアワビが漁獲制限殻長90mに達するのは

白糠地先で5.1令､泊地先で5.0令である｡

第 2表 白糠及び泊地先におけるエゾアワビの年令別計算殻長 (nnL)

年令地先名＼ 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10白 糠 28.49 48.52 64.83 78.12' 88.96 97.78 104.97 11

0.83 115.61 119.50脂 26.30 47.29 64.45 78.48 89.94 99.31 106.97 113.23 118.35 122.53
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5年 令 10第 4図 泊地

先におけるエゾアワビの年令と殻長の関係青森県のエゾアワビの年令と殻長について､三木他 (19

81)によれば風間浦村易国聞及び下風呂地先では5令で計算殻長がそれぞれ､87.32m､ 81.12mm､極

限殻長はそれぞれ､ 162.1mm､135.6mである｡また小田切他 (1981)によれば階上町榊地先では5令で計算殻長が84.69

m､極限殻長は 130.7mである.本調査において､白糠及び泊地先のエゾアワビの計算殻長は5令でそれ

ぞれ､88.96m､89.94nn､極限殻長はそれぞれ､136.62m､141.25訊nと求め

られ､極限殻長では易国間地先におよはないが､ 5令における殻長は他の地先よりも大きく､両地先のエゾアワビの成長はかなり良好

であると考えられた｡2 殻 長 と 体 重白糠及び泊地先におけるエゾアワビの殻長 (L(抑))と体重 (W(5))の間に

は第5図及び第6図に示 したように､白糠地先で､

W-0.0000407L3･282泊地先で､ W

-0.000156L3･013の関係式が求められた｡また両地先のエゾア

ワビの殻長別計算体重は第 3表に示 した｡白糠及び泊地先のエゾアワビは漁獲制限殻長90nnで体重はそれぞれ 106才､121gであり､泊
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小田切他(1981)によれば階上町榊地先のエゾアワビは漁獲制限殻長 90mで体重は約 106gで

あることから､本調査における白糠地先のエゾアワビの体重は殻長90nEnでは榊地先のそれとほと

んど同じであるが､榊地先のエゾアワビの殻長と体重の関係式 (W-0.000229L2･899)から考え

て､殻長 90m以上では白糠地先の方が体重は重くなることがうかがわれた.
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第 5図 白糠地
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第 6図 泊地先におけるエゾアワビの殻長と体重の関係第 3表 白糠

及び泊地先におけるエゾアワビの殻長別計算体重 (5)#%地先 10 20 30 40 50

60 70 80 90. 100 110 120 130白 糠 0.07 0.75 2.86 7.3715.3327.89

46.2671.70105.54149.14203.91271.31352.82泊 0.16 1.29 4.4010.4720.51



3 年 令 と 体 重

白糠及び泊地先におけるエゾ

アワビの年令と体重について､

年令と殻長及び殻長と体重の関

係式を用いて求めたところ､第

7図及び第 8図に示 したように

白糠地先で､

wt-415.29〔卜e-0･20479

(t+o･14243)〕3･282

泊地先で､

wt-468.86〔卜e~0･20168

(t+o･02171)〕3･013

の関係式が得られた｡また､第

4表に両地先における年令別計

算殻長と計算体重を示 した｡

白糠及び泊地先のエゾアワビ

の極限体重はそれぞれ 4159､

469gであり､泊地先の方が大

型になることがうかがわれた｡

年令別計算体重はいずれの年

令においても泊地先の方が重く､

年令が大きくなるにつれて体重

の差は大きくなる傾向がみられ

その差は5令でおよそ199､10

令でおよそ389であった｡

年間の体重の増加量は､白糠

及び泊地先で 1令～4令にかけ

てはそれぞれ11-30g､14-36

9､ 4令～7令にかけてはそれ

ぞれ35-37g､41-429､ 7令

～10令にかけてはそれぞれ28-

349､30-38gであり､両地先

とも4令～7令にかけて体重の

増加が大きい傾向が見られた｡

また､年間の体重の増加量が

最大を示すのは両地先とも5令

～6令にかけてであり､ その増

加量は白糠地先で37g､泊地先

で42gであった.
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第 7図 白糠地先におけるエゾアワビの年令と体重の関係
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第 8図 泊地先におけるエゾアワビの年令と体重の関係
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第 4表 白糠及び泊地先におけるエゾアワビの年令別計算殻長と計算体重

地先名年令1 2 3 4 5 6 7 8

t9 10白 糠 殻 長nn 28.49 48.52 64.83 78.12 88.96 97.78104.971

10.83115.61119.50体 重5 2.42 13.89 35.97 66.34101.59138.57

174.92209.05240.08267.63泊■ 殻 長nn 26.30 47.29 64.45 78.48 89.94 99.31106.97113.23118.35122.53体 重5 2.96 17.35 44.10 79.81120.36162.24202.94240.86275.18

305.53三木他 (1981)によれば風間浦村易国聞及び下風呂地先におけるエゾアワビの計算体重は､ 5令でそれぞれ93.65､ 79.7g､ 10令でそれぞれ315.25､223.75である｡また小田切他 (19

81)によれば階上町榊地先におけるエゾアワビの計算体重は､ 5令で88.95､10令で214.5gで

ある｡本調査において､白糠及び泊地先のエゾアワビの計算体重は5令でそれぞれ 101.6g､120.4

5､10令でそれぞれ267.65､ 305.55であり､

5令における体重は他の地先よりもかなり重く､若令～中令期に

おける成長の良好さがうかがわれた｡参 考 文 献1)青山 禎夫他 (1968)

磯根資源調査報告書 (アワビ)2)三木 文典他 (1981

) 大規模増殖場開発事業調査総合報告書 (風間浦地区)青

水増資料 S.55-j%.103)小田切明久他 (1981) 大規模




